
本事業は（一社）北陸地域づくり協会の助成をうけて実施しています 

 

 

 

 

 

Ⅰ部：現地見学   10 月 18 日 13:00～16:30          （軽装、運動靴、水、雨具持参でお願いします） 

（この見学会は、牛伏川砂防について現地で、見学と意見交換を行う催しです。） 

 ・松本駅集合 12:00 バスで牛伏川へ向かいます      (松本駅アルプス口、エレベータ橫） 

 ・現地集合  13:00 牛伏川 連岳橋駐車場  (自家用車で現地集合可） 

 ・見学    牛伏川階段工、内務省石積堰堤 上流砂防施設    

 ・終了    16:30    ※バスで松本駅、交流会場まで現地から移動します 

Ⅱ部：参加者交流会 10 月 18 日  18:00～21:00 

    会場（予定）翠香園 松本店 電話：050-3476-4826 松本市深志 2-3-7 松本食文化会館 4～5F  

  参加費  １人 5000 円（申込者には支払先等をお知らせします）  

Ⅲ部：シンポジウム（事例発表及び意見交換会）10 月 19 日 9:00 ～12:30 

  会場：松本市Ｍウィング（中央公民館） 松本市中央１丁目１８−１ 

   講演 「文化財として評価された牛伏川階段工」 後藤 芳孝(松本市文化財審議会委員） 

  事例発表 「地域を守ってきた砂防の歴史と技術」 

     ・別所砂留め,アカタン砂防、長野県内の石積砂防事例、その他発表希望者は申込み可能   

  意見交換 コーディネーター 田下昌志さん（長野県砂防課長） 

引き続き 「県民講演会」（10 月 19 日 13:15 ～16:30）が行われます 

県立歴史館笹本館長のご講演 朗読劇などが行われます。(詳しくは記念行事の案内チラシを) 

※以上のプログラムへの参加には、（一社）建設コンサルタンツ協会認定の CPD が付与されます。 

（現地見学会 3.5 ポイント、シンポジウム 3.5 ポイント の予定です。） 

 

 

 

 

申込様式（メールでは必要事項を記載してお送り下さい。） 

所   属 氏  名 現地見学会 バス利用 交流会 シンポジウム 備考 

    参加・不参加 利用 ・自車 参加・不参加 参加・不参加   

    参加・不参加 利用 ・自車 参加・不参加 参加・不参加   

    参加・不参加 利用 ・自車 参加・不参加 参加・不参加   

連絡担当者 連絡先 電話 メール 

参加申込みは、郵送またはメールにてお申し込み下さい。 詳細や内容は記載のホームページをご覧下さい。 

＊見学会・シンポジウム・県民講演会は、参加無料です。 但しシンポジウム資料代有。（後日 HP 等でお知らせします） 

＊見学会・交流会への参加には事前申込みが必要です。 交流会参加費は原則事前納入です。 

＊事例発表を希望される方は、お問い合わせ下さい。（要領を送付します） 

申込み（問合せ） 土木・環境しなの技術支援センター  HP   http://www.ne.jp/asahi/tac/shinano/index.html 

メール yama3417@mx2.avis.ne.jp            郵送先 〒388‐8011 長野市篠ノ井布施五明 341‐7  

期日 2018 年(平成 30 年)10 月 18 日(木)  13:00～16:30

10 月 19 日(金） 9:00～16:30

会場 松本市牛伏川現地と松本市 M ウイング 

主催 牛伏川階段工完成100周年記念実行委員会(国土交通省松本砂防事務所,長野県,松本市,松本市内田地区町会連合会,内田公民館,牛伏鉢伏友の会,長

野県砂防ボランティア協会,土木･環境しなの技術支援センター) 共催:長野県治水砂防協会,(一財)砂防フロンティア整備推進機構,(一社)建設コンサルタンツ協会関東支部長野地域委員会,

後援:(公社)土木学会中部支部,(公社)砂防学会信越支部,(公社)日本地すべり学会中部支部,(公社)地盤工学会,(一社)長野県建設業協会,(一社)長野県測量設計業協会,(一社)斜面防災対策技

術協会長野支部,長野県地質ボーリング業協会,信濃毎日新聞社(株),市民タイムス,(株)長野日報社,(株)新建新聞社,日本放送協会長野放送局,SBC 信越放送,abn 長野朝日放送,(株)テレビ信

州,NBS 長野放送,(株)テレビ松本,ＦＭ長野                                                                   

※本シンポジウムに関する問合せは、「土木・環境しなの技術支援センター（事務局 山浦）」までメールにてお願いします。 

砂防に取り組む全国各地の皆さんと交流します


